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中
古
文
学
・
中
世
文
学
・
近
代
文
学
・
漢
文
学
・
国
語
学
等
、
本
号
に
も

様
々
な
学
問
分
野
の
研
究
成
果
を
ご
投
稿
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
、
彩
り
あ

る
誌
面
と
な
っ
た
。
ご
投
稿
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。ご

存
じ
の
よ
う
に
、
本
学
文
学
部
に
は
二
〇
一
四
年
度
よ
り
新
し
く
歴
史

文
化
学
科
が
設
け
ら
れ
、
既
存
の
日
本
文
学
科
・
言
語
表
現
学
科
と
共
に
、

三
学
科
体
制
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
本
学
会
も
姿
を
変
え
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
の
最
も
著
し
い
顕
れ
の
一
つ
が

本
誌
名
称
の
変
更
で
あ
る

(

二
〇
一
四
年
度
よ
り
誌
名
を

『
中
京
国
文
学』

か
ら

『

中
京
大
学
文
学
会
論
叢』

へ
と
改
称)

。

会
員
諸
氏
に
は
、
本
誌
を
ぜ
ひ
積
極
的
に
活
用
し
、
今
後
と
も
多
様
な
学

問
分
野
の
研
究
成
果
を
ど
し
ど
し
ご
投
稿
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
次
第
で
あ

る
。な

お
、
二
〇
一
六
年
度
は
文
学
部
開
設
五
〇
周
年
記
念
の
年
と
な
る
。
本

学
会
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
を
開
催
す
べ
く
現
在
着
々
と
準
備
を
進
め

て
い
る
。
春
季
大
会
は
第
一
回
文
学
部
同
窓
会
と
同
日
に
開
催
予
定
だ
。
奮
っ

て
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(

玉)


